















Ⅱ．ガラテヤ 4 章 8-11 節の解釈
Ἀλλὰ τότε μὲν οὐκ εἰδότες θεὸν ἐδουλεύσατε τοῖς φύσει μὴ οὖσιν θεοῖς� νῦν δὲ γνόντες θεόν, 
μᾶλλον δὲ γνωσθέντες ὑπὸ θεοῦ, πῶς ἐπιστρέφετε πάλιν ἐπὶ τὰ ἀσθενῆ καὶ πτωχὰ στοιχεῖα 
（ 1 ） Arthur D. Nock, Conversion: The Old and the New in Religion from Alexander the Great to Augustine of Hippo 
(Oxford: Oxford University Press, 1933).
（ 2 ） フレデリク・バルトはその共同体アイデンティティ形成理論の中で、アイデンティティが他者との境
界線上における顕現要素の取捨選択パターンのうちに見出されるとする。したがってアイデンティ
ティ形成とは、他者との接触における「自己防御／維持」なのである。Fredrik Barth, 'Introduction', in 
F. Barth (ed.), Ethnic Groups and Boundaries: The Social Organization of Culture Difference (Oslo: Univer-
sitetsforlaget, 1969), pp.9-38.
（ 3 ） Robert Jewett, Romans (Hermeneia; Minneapolis: Fortress, 2007).






οἷς πάλιν ἄνωθεν δουλεύειν θέλετε; ἡμέρας παρατηρεῖσθε καὶ μῆνας καὶ καιροὺς καὶ 


























　一方で、ガラテヤ 4章 10節の表現をコロサイ 2章 16節————「Μὴ οὖν τις ὑμᾶς 
（ 6 ） もっともストラボンは、ここでイベリアのケルト民族に関して述べているが、オ・ホゲインによる
と、収穫祭はケルト文化において普遍的に祝われていたのである。Dáithí Ó Hógáin, The Celts: A 
History (Woodbridge: Boydell Press, 2002), p.79.
（ 7 ） Stephen Michell, The Rise of the Church. II. Anatolia: Land, Men, and Gods in Asia Minor (Oxford: Clarendon 
Press, 1993), pp.9-10. ミチェルは「日や月や時節や年…」というパウロの批判が、ガラテヤ州住民の
皇帝崇拝を指すことを示唆している。
（ 8 ） Michell, The Rise of the Church, pp.13-14.
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κρινέτω ἐν βρώσει καὶ ἐν πόσει ἢ ἐν μέρει ἑορτῆς ἢ νεομηνίας ἢ σαββάτων（だからあなた方は
誰にも、飲食に関して、祭りに関して、新月または安息日に関して、裁かれてはいけ
ません）」————と直接結びつけるならば、ユダヤ暦の採用が述べられていると考
えられる。したがって J. D. G. ダンは、ガラテヤ信徒が採用し始めた慣習が、安息日
（出 31.16-17、申 5.15、イザ 56.6）、新月祭（民 10.10、2王 4.23、詩 81.3）、巡礼祭
（出 13.10、23.14、レビ 23.4）そして新年祭を示唆すると考え（9）、これをパウロが批
判したと理解する。もっともこの解釈においては、8-9節における伝統的宗教（「偶
像礼拝」）的内容を示唆するような、「τὰ ἀσθενῆ καὶ πτωχὰ στοιχεῖα（弱くて貧しい諸
霊）」と「ἐπιστρέφετε（立ち帰る）」という表現に関してさらなる説明が必要となる。

















（ 9 ） James D.G. Dunn, The Epistle to the Galatians (BNTC: Peabody: Hendrickson, 1993), pp.227-29; idem, The 
Epistles to the Colossians and to Philemon (NIGTC; Grand Rapids: Eerdmans, 1996), p.175. もっともリュル
マンは、この解釈がコロサイ書に依拠しすぎると考える。Dieter Lührmann, 'Tage, Monate, Jahreszeiten, 
Jahre (Gal. 4.10)', in R. Albertz et al. (eds.), Werden und Wirken des Alten Tetaments (Festschrift C. Wester-
mann; Göttingen: Vandenhoeck u. Ruprecht, 1980), p.429. ユダヤ暦採用を支持する研究者としては、Hans 
D. Betz, Galatians (Hermeneia; Minneapolis: Fortress, 1988), p.217; Ernest D.W. Burton, The Epistle to the 
Galatians (ICC; Edinburgh: T. & T. Clark, 1920), pp.232-33をも参照。
（10） Troy Martin, 'Pagan and Judeo-Christian Time-Keeping Schemes in Gal. 4.10 and Col. 2.16', NTS 42 (1996), p. 
119; Richard N. Longenecker, Galatians (WBC 41; Waco: Word Books, 1990), p.182.





























（12） Nock, Conversion, pp.3, 7.
（13） Nock, Conversion, p.7.





ところの、キリスト教特有の宣教観はほとんど見られない。Scot McKnight, A Light among the Gentiles: 
Jewish Missionary Activity in the Second Temple Period (Minneapolis: Fortress, 1990); Martin Goodman, Mis-
sion and Conversion (Oxford: Clarendon, 1994); Michael F. Bird, Crossing Over Sea and Land: Jewish Mis-
sionary Activity in the Second Temple Period (Peabody: Hendrickson, 2010). もっともフェルトマンは第二神
殿期ユダヤ教を預言者的宗教として理解する。L.H. Feldman, Jew and Gentile in the Ancient World (Prin-
ceton: Princeton Univ. Press, 1993), pp.381-82.



















た。「Πεσσινοῦς δ᾽ ἐστὶν ἐμπόριον τῶν ταύτῃ μέγιστον, ἱερὸν ἔχον τῆς Μητρὸς τῶν θεῶν σεβα-












唆を与え得る。James C. Scott, Domination and the Arts of Resistance: Hidden Transcript (New Haven & 
London: Yale Univ. Press, 1990), pp.136-37を参照。
（17） Longenecker, Galatians, pp.165-66を参照。
（18） Nock, Conversion, pp.5-6.
（19） Gauri Viswanathan, Outside the Fold: Conversion, Modernity, and Belief (Princeton: Princeton Univ. Press, 
1998), pp. 44-60. ヴィスワナタンは改宗を「世俗圧力に対する抵抗作用」として位置づける（3頁）。
（20） Miranda J. Green, The Gods of the Celts (Gloucester: Sutton, 1986), pp.61-67. まさにスコットの述べるとこ






教融合、すなわちユダヤ暦の採用（ἡμέρας παρατηρεῖσθε καὶ μῆνας καὶ καιροὺς καὶ ἐνιαυ-
τούς）に対するものでありながら、同時にそれはケルト信仰への回帰（πῶς ἐπιστρέφε-

























すという傾向が顕著に表れている。J. Louis Martyn, Galatians (Anchor Bible; New York et al.: Doubleday, 
1997), pp.414-18.
（22） 保坂高殿著『他文化空間の中の古代教会』教文館、2005年。
























（24） Jewett, Romans, pp. 58-59; Klaus Haacker, The Theology of Paul's Letter to the Romans (NNT; Cambridge 
Univ. Press, 2003), pp.13-14.
（25） もっともここで、パウロがヘレニズム・ローマ占星術に依拠する吉日まで許容する柔軟性と必要性が
あったかは疑問である。Ernst Käsemann, Commentary on Romans (trans. G.W. Bromiley; Grand Rapids: 
Eerdmans, 1980), p.370. 後 1世紀後期に執筆された『1クレメンス』は、コリント教会へ調和を促すこ
とを目的とし、その手段としてストア派的な世界秩序を例として用いている（20.1-12）。もっともこ
れによって、ローマ教会がローマの伝統的祭事をすでに取りこんでいた証拠とはならないであろう。
『1クレメンス』に頻出する世俗的表現に関しては、Michael W. Holmes, The Apostolic Fathers (Grand 
Rapids: Baker Academic, 2007), p.37を参照。
